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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月5日(2016.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像と、前記入力画像から得られた低解像度画像とを第１の合成比率に基づき合成
して、第１の合成画像を生成する画像処理装置であって、
　前記入力画像を段階的に低解像度化する低解像度化手段と、
　前記低解像度化手段により段階的に低解像度化して得られた、解像度レベルの異なる複
数の低解像度画像を、各低解像度画像に含まれるエッジ成分の大きさに応じた第２の合成
比率に基づき合成して第２の合成画像を生成する第１の合成手段と、
　前記入力画像に含まれるエッジ成分の大きさと前記第２の合成比率とに基づく前記第１
の合成比率に基づき、前記入力画像と前記第２の合成画像とを合成し、前記第１の合成画
像を生成する第２の合成手段と
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記第１の合成手段は、前記低解像度化手段により得られた第１の低解像度画像と、該
第１の低解像度画像よりも更に解像度の低い第２の低解像度画像とを合成し、
　前記第２の合成手段は、前記入力画像に含まれる前記エッジ成分の大きさを、前記第２
の合成比率における前記第１の低解像度画像の合成比率の大きさに応じた第１の閾値との
比較に基づき評価して、前記第１の合成比率を決定することを特徴とする請求項１に記載
の画像処理装置。
【請求項３】
　前記第２の合成手段は、前記第２の合成比率における前記第１の低解像度画像の合成比
率が大きいほど、前記第１の閾値を小さく設定することを特徴とする請求項２に記載の画
像処理装置。
【請求項４】
　前記第２の合成手段は、前記入力画像に含まれるエッジ成分が大きいほど、前記第１の
合成比率において該入力画像の合成比率を高くすることを特徴とする請求項２または３に
記載の画像処理装置。
【請求項５】
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　前記第１の合成手段は、前記第１の低解像度画像に含まれる前記エッジ成分の大きさを
、前記第２の低解像度画像に含まれる前記エッジ成分の大きさに応じた第２の閾値との比
較に基づき評価して、前記第２の合成比率を決定することを特徴とする請求項２乃至４の
いずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記第１の合成手段は、前記第２の低解像度画像に含まれる前記エッジ成分が大きいほ
ど、前記第２の閾値を小さく設定することを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記第１の合成手段は、前記第１の低解像度画像に含まれるエッジ成分が大きいほど、
前記第２の合成比率において該第１の低解像度画像の合成比率を高くすることを特徴とす
る請求項５または６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　入力画像と、前記入力画像から得られた低解像度画像とを第１の合成比率に基づき合成
して、第１の合成画像を生成する画像処理装置であって、
　前記入力画像を段階的に低解像度化する低解像度化手段と、
　前記入力画像からノイズ除去する第１の除去手段と、
　前記低解像度化手段により段階的に低解像度化して得られた、第１の低解像度画像と、
前記第１の低解像度画像よりも解像度の低い第２の低解像度画像とからノイズ除去する第
２の除去手段と、
　前記ノイズ除去された前記第１の低解像度画像と前記第２の低解像度画像とを、前記第
１の低解像度画像に含まれるエッジ成分の大きさに応じた第２の合成比率に基づき合成し
て第２の合成画像を生成する第１の合成手段と、
　前記ノイズ除去された入力画像に含まれるエッジ成分の大きさに基づく前記第１の合成
比率に基づき、前記ノイズ除去された入力画像と前記第２の合成画像とを合成し、前記第
１の合成画像を生成する第２の合成手段と
を備え、
　前記第１の除去手段は、前記第２の合成比率に応じたノイズ除去の度合いにより、前記
入力画像からノイズ除去を行うことを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　前記第１の除去手段は、前記入力画像に含まれる画素のうち、
　　注目画素と周辺画素との差分絶対値が、前記第２の合成比率における前記第１の低解
像度画像の合成比率の大きさに応じた第１の閾値よりも小さくなる周辺画素と、
　　前記注目画素と
を用いた平滑化処理により、前記ノイズ除去を行うことを特徴とする請求項８に記載の画
像処理装置。
【請求項１０】
　前記第１の除去手段は、前記第２の合成比率における前記第１の低解像度画像の合成比
率が大きいほど、前記第１の閾値を小さく設定することを特徴とする請求項９に記載の画
像処理装置。
【請求項１１】
　前記第２の除去手段は、前記第１の低解像度画像について、前記第２の低解像度画像に
含まれるエッジ成分の大きさに応じたノイズ除去の度合いにより前記ノイズ除去を行うこ
とを特徴とする請求項８乃至１０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記第２の除去手段は、前記第１の低解像度画像に含まれる画素のうち、
　　注目画素と周辺画素との差分絶対値が、前記第２の低解像度画像に含まれるエッジ成
分の大きさに応じた第２の閾値よりも小さくなる周辺画素と、
　　前記注目画素と
を用いた平滑化処理により、前記ノイズ除去を行うことを特徴とする請求項１１に記載の
画像処理装置。
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【請求項１３】
　前記第２の除去手段は、前記第２の低解像度画像に含まれるエッジ成分が大きいほど、
前記第２の閾値を小さく設定することを特徴とする請求項１２に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記入力画像を撮像する撮像手段を更に備えることを特徴とする請求項１乃至１３のい
ずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　入力画像と、前記入力画像から得られた低解像度画像とを第１の合成比率に基づき合成
して、第１の合成画像を生成する画像処理装置の制御方法であって、
　前記入力画像を段階的に低解像度化する低解像度化工程と、
　前記低解像度化工程において段階的に低解像度化して得られた、解像度レベルの異なる
複数の低解像度画像を、各低解像度画像に含まれるエッジ成分の大きさに応じた第２の合
成比率に基づき合成して第２の合成画像を生成する第１の合成工程と、
　前記入力画像に含まれるエッジ成分の大きさと前記第２の合成比率とに基づく前記第１
の合成比率に基づき、前記入力画像と前記第２の合成画像とを合成し、前記第１の合成画
像を生成する第２の合成工程と
を備えることを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１６】
　入力画像と、前記入力画像から得られた低解像度画像とを第１の合成比率に基づき合成
して、第１の合成画像を生成する画像処理装置の制御方法であって、
　前記入力画像を段階的に低解像度化する低解像度化工程と、
　前記入力画像からノイズ除去する第１の除去工程と、
　前記低解像度化工程において段階的に低解像度化して得られた、第１の低解像度画像と
、前記第１の低解像度画像よりも解像度の低い第２の低解像度画像とからノイズ除去する
第２の除去工程と、
　前記ノイズ除去された前記第１の低解像度画像と前記第２の低解像度画像とを、前記第
１の低解像度画像に含まれるエッジ成分の大きさに応じた第２の合成比率に基づき合成し
て第２の合成画像を生成する第１の合成工程と、
　前記ノイズ除去された入力画像に含まれるエッジ成分の大きさに基づく前記第１の合成
比率に基づき、前記ノイズ除去された入力画像と前記第２の合成画像とを合成し、前記第
１の合成画像を生成する第２の合成工程と
を備え、
　前記第１の除去工程では、前記第２の合成比率に応じたノイズ除去の度合いにより、前
記入力画像からノイズ除去が行われることを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１７】
　コンピュータを請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
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